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【目的】認知症予防に有効な天然素材を探索する中で,我々は認知症改善作用が

知られているカレースパイスに着目し,コショウ科コショウplbernigrumの果実お

よびショウガ科ウコンC〟Ⅳ〟mdJo〃gαの根茎にβ-セクレターゼ阻害作用を見出し
た｡この結果を踏まえ,さらなる天然素材をスパイス類から探索する事を目的と

して,ショウガ科,コショウ科およびミカン科植物のスクリーニングを行った｡

【方法】ェキスの調製:ショウガ科植物としてZingiberonicinale,Kaempferiagalanga,

Z.zerumbet,AIpiniagalanga,C.zedoariaの根茎,コショウ科植物としてPlongum

の果実,pbetleの菓およびミカン科植物としてZanthowlumbungeanumの果実を室
温中10倍量の70%メタノールで抽出し,ろ過後,ろ液のメタノールを溜去して得

られたエキスを被検体に供した｡β-セクレターゼ阻害試験 :ヒトリコンビナントβ
-セクレターゼ,被検体および蛍光性ペプチ ド基質を37℃で 1h反応させ,生成し

たペプチ ド断片をHPLCにて定量し,酵素活性を見積もった｡

【結果 ･考察】試験したショウガ科植物の中では,K.galangaエキスが,500pg/mi
で35.8%と最も高い阻害活性を示した｡有効成分については,阻害活性を指標にシ

リカゲルカラムクロマ トグラフィーで精製したところ,4-methoxycinnamicacid

ethylester(IC50-0.68mM)であることを明らかにした｡さらに,試験したコショ

ウ科およびミカン科植物においては,Plongumが500pg/mlで26.1%の阻害活性を

示し,有効成分を探索したところ,pipataline(IC50-0.30mM)を同定した｡
本研究により,これまで見出した素材に加えて上記 2つのスパイスが認知症予

防素材として期待でき,新規阻害化合物を発見するに至った｡今後は化合物の阻

害様式の検討を実施し,新たな阻害剤の創製の可能性を検討する予定である｡


